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中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
の
旧
法
で
あ
る

経
営
革
新
支
援
法
を
含
め
、
平
成
一
一
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
「
経
営
革
新
計
画
」
の
承
認
件
数

は
、
現
在
ま
で
、
全
国
で
五
万
五
千
件
を
超
え
る
。

静
岡
県
に
お
い
て
は
、
平
成
二
五
年
度
末
ま
で

に
三
八
四
八
件
の
承
認
が
あ
り
、
平
成
二
六
年
度

も
八
月
末
ま
で
に
一
〇
五
件
承
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、累
計
承
認
数
で
全
国
四
位
に
あ
た
り
、

平
成
二
四
、二
五
年
度
に
お
い
て
は
最
も
多
い
実

績
と
な
っ
て
い
る
。（
図
表
①
②
参
照
）

業
種
別
で
は
製
造
業
が
一
番
多
く
、
静
岡
県
で

も
の
づ
く
り
が
盛
ん
な
こ
と
が
、
そ
の
要
因
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
ま
で
普
及
し
た
理
由

に
は
、
企
業
並
び
に
組
合
に
と
っ
て
「
魅
力
」
が

あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
そ
の
「
魅
力
」
を
探
る
た
め
に
、
制

度
の
概
要
と
支
援
策
、
承
認
事
例
等
に
つ
い
て
以

下
に
紹
介
す
る
。

な
お
、
概
要
等
に
つ
い
て
は
、
静
岡
県
経
済
産

業
部
商
工
業
局
経
営
支
援
課
が
作
成
し
た
資
料
を

参
考
と
し
た
。

「
経
営
革
新
」
と
は
、事
業
者
が
「
新
事
業
活
動
」

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
「
経
営
の
相
当
程
度

の
向
上
」
を
図
る
こ
と
。

中
小
企
業
や
組
合
に
お
い
て
、
創
意
工
夫
を
前

提
と
し
た
前
向
き
な
自
助
努
力
に
よ
り
、
経
営
の

向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
。
要
す
る
に
、「
や
る

気
の
あ
る
中
小
企
業
者
・
組
合
を
支
援
す
る
こ

と
」
を
目
指
し
て
い
る
。

 

新
事
業
活
動

「
新
事
業
活
動
」
と
は
、
次
の
四
つ
の
類
型
を

言
う
。

①
新
商
品
の
開
発
又
は
生
産

②
新
役
務（
サ
ー
ビ
ス
）の
開
発
又
は
提
供

③ 

商
品
の
新
た
な
生
産
又
は
販
売
の
方
式
の

導
入

④ 

役
務（
サ
ー
ビ
ス
）の
新
た
な
提
供
の
方
式

の
導
入
そ
の
他
の
新
た
な
事
業
活
動

平成17年4月、それまでの中小企業経営革新支援法、中小企業の創造的事業活動の促進に関する臨時措
置法、新事業創出促進法の3法律を整理統合し、「中小企業新事業活動促進法」が誕生した。異分野の中小
企業がお互いの「強み」を持ち寄り、連携して行う新事業活動（「新連携」）の支援を加え、経済社会の環境
変化に“イノベーション（経営革新）”によって力強く対応することを目標に、様々な施策が実行されている。
その具体的な動きの一つである「経営革新計画の承認」制度は、承認件数において静岡県が全国的にトッ
プクラスにあり、今後もその活用が求められている。今回の特集では、改めて経営革新計画の承認制度につ
いて理解を深め、活用いただくために制度の概要や支援策について説明する。

特集

イノベーション（経営革新）で環境変化に対応！
経営革新計画の承認制度 活用のすすめ

資料;静岡県経営支援課

〈経営革新計画の承認実績〉

図表② 承認件数の推移（平成20年度以降）上位5都県 （　）内は件数
年度 20 21 22 23 24 25

1 東京（575） 東京（523） 埼玉（511） 福岡（428） 静岡（405） 静岡（352）

2 福岡（349） 静岡（469） 静岡（506） 静岡（413） 福岡（359） 福岡（330）

3 静岡（300） 福岡（378） 福岡（477） 埼玉（379） 埼玉（285） 東京（312）

4 愛知（285） 埼玉（316） 東京（372） 東京（286） 東京（264） 埼玉（243）

5 埼玉（275） 愛知（273） 愛知（262） 茨城（167） 愛知（157） 愛知（178）

図表① 累積（平成11年度～25年度まで）上位5都府県 （単位；件）
都府県名 東京 福岡 愛知 静岡 大阪 全国計

件数 6,310 4,249 4,097 3,848 3,172 55,541
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中
小
企
業
者
や
組
合
の
独
自
性
の
高
い
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
に
基
づ
く
新
し
い
事
業
へ
の
取
組
で

あ
っ
て
、
①
業
種
ご
と
の
当
該
技
術
等
の
導
入
状

況
や
、
②
地
域
性
の
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同

一
地
域
で
他
事
業
者

に
お
け
る
当
該
技
術

等
の
導
入
状
況
か
ら

「
新
規
性
」
を
判
断

す
る
。

た
だ
し
、
個
々
の

事
業
者
に
と
っ
て
は

「
新
た
な
取
組
」
で

も
、
既
に
他
の
事
業

者
に
お
い
て
相
当
程

度
普
及
し
て
い
る
技

術
、
方
式
等
の
導
入

で
は
承
認
の
対
象
と

な
ら
な
い
の
で
ご
注

意
を
。

ま
た
、
販
売
代
理

店
と
し
て
の
事
業
や

機
械
の
新
規
導
入
に

よ
る
事
業
展
開
の
み

で
も
、
承
認
の
対
象

と
な
ら
な
い
。
当
該

事
業
に
お
い
て
、
中

小
企
業
者
独
自
の
工

夫
が
必
要
と
な
る
。

�

経
営
の
相
当
程
度
の
向
上

1.

経
営
革
新
計
画
の
計
画
期
間

　

計
画
期
間
は　

三
～
五 

年

2.

目
標
と
す
る
経
営
指
標

経
営
革
新
計
画
と
し
て
承
認
さ
れ
る
た
め
に

は
、
事
業
計
画
の
内
容
が
新
た
な
取
組
で
あ
る
と

と
も
に
、
次
の
①
②
両
方
の
経
営
指
標
に
つ
い
て

目
標
値
の
設
定
が
必
要
と
な
る
。

① 

「
付
加
価
値
額
」
又
は
「
一
人
当
た
り
の
付
加

価
値
額
」

・
三
年
計
画
⋮
計
画
終
了
時
九
％
以
上
向
上

・
四
年
計
画
⋮
計
画
終
了
時
一
二
％
以
上
向
上

・
五
年
計
画
⋮
計
画
終
了
時
一
五
％
以
上
向
上

 
付
加
価
値
額 

 
＝ 
営
業
利
益 

＋ 

人
件
費 +

 

減
価
償
却
費

 

一
人
当
た
り
の
付
加
価
値
額 

 

＝ 

付
加
価
値
額 

÷ 

従
業
員
数

②
経
常
利
益

・
三
年
計
画
⋮
計
画
終
了
時
三
％
以
上
向
上

・
四
年
計
画
⋮
計
画
終
了
時
四
％
以
上
向
上

・
五
年
計
画
⋮
計
画
終
了
時
五
％
以
上
向
上

い
ず
れ
も
、
終
了
年
度
の
利
益
は
黒
字

 

経
常
利
益

 

＝ 

営
業
利
益 

― 

営
業
外
費
用

＊
通
常
の
会
計
原
則
と
は
異
な
る
の
で
注
意

静
岡
県
が
平
成
二
四
年
度
に
行
っ
た
承
認
企
業

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
経
営
革
新
計

画
の
承
認
を
受
け
た
メ
リ
ッ
ト
は
回
答
の
多
い
順

に
、
①
知
名
度
、
信
用
度
、
顧
客
満
足
度
の
向
上
、

②
技
術
力
、
開
発
力
の
向
上
、
③
経
営
全
般
、
④

資
金
調
達
と
な
っ
て
い
る
。

経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
受
け
る
と
、
そ
の
計

画
を
実
施
す
る
際
に
多
様
な
支
援
策
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
支
援
策
の
概
要
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

な
お
、
経
営
革
新
計
画
の
承
認
は
、
支
援
策
の

適
用
、採
択
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、

計
画
の
承
認
後
、
別
途
、
利
用
を
希
望
す
る
支
援

策
の
実
施
機
関
に
よ
る
審
査
が
必
要
と
な
る
の
で

ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

1.�

信
用
保
証
の
別
枠
と
限
度
額
の
引
き
上
げ

（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例
）

・
普
通
保
証
の
別
枠
設
定

金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
る
承

認
経
営
革
新
事
業
資
金
に
関

し
、
保
証
限
度
額
の
別
枠
を

設
け
て
い
る
。
＊
他
に
も
、
メ

ニ
ュ
ー
や
特
例
が
あ
る
の
で

確
認
を
。

問
合
せ
：
静
岡
県
信
用
保
証
協
会

電
話
〇
五
四（
二
五
二
）二
一
二
一

◎新規性
他にはない商品、技術、サー
ビス、生産方式・提供方式
ですか？

◎実現可能性
売上見通しなど、継続的な
事業として成立しますか？

■ 他社の類似商品・
　サービス等との差別化
模倣困難性、地域資源、特許技術
など

■実現可能な計画
売上げ・資金調達、許認可、実施
体制など

経営革新計画

審査のポイント

通　常
（普通保証）

別　枠
（経営革新関連保証)

有 担 保 2億円以内 2億円以内
（組合は4億円以内）

無 担 保
有保証人

8,000万円
以内 8,000万円以内
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2.

県
制
度
融
資
（
経
営
革
新
等
貸
付
）

・
経
営
革
新
等
貸
付

＊
こ
の
他
に
も
、メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
の
で
確
認
を
。

問
合
せ
：
静
岡
県
　
商
工
金
融
課

電
話
〇
五
四（
二
二
一
）二
五
一
三

3.�

設
備
資
金
貸
付
制
度
（
小
規
模
企
業
者
等
設

備
導
入
資
金
助
成
法
の
特
例
）（

公
財
）
静
岡

県
産
業
振
興
財
団

が
、
経
営
革
新
計

画
の
承
認
を
受
け

た
小
規
模
企
業
者

（
常
時
使
用
す
る

従
業
員
が
二
〇
人

以
下
）
及
び
中
小

企
業
者
（
常
時
使

用
す
る
従
業
員
が

五
〇
人
以
下
で
一

定
の
条
件
を
満
た

す
場
合
）
が
導
入

す
る
設
備
の
購
入
資
金
の
一
部
に
つ
い
て
、
特
例

の
貸
付
条
件
で
融
資
す
る
。

問
合
せ
：（
公
財
）静
岡
県
産
業
振
興
財
団

電
話
〇
五
四（
二
七
三
）四
四
三
一

4.�

経
営
革
新
補
助
金
（
地
域
産
業
総
合
支
援
事

業
費
補
助
金
）

県
が
、
県
か
ら
承
認
を
受
け
た
経
営
革
新
計
画

に
従
っ
て
実
施
す
る
①
新
商
品
・
新
技
術
・
新
役

務
開
発
ま
た
は
、
②
販
路
開
拓
に
関
す
る
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
。

問
合
せ
：
静
岡
県
　
経
営
支
援
課

電
話
〇
五
四（
二
二
一
）
二
五
二
六

5.�

高
度
化
融
資
制
度

中
小
企
業
の
組
合
な
ど
が
、
承
認
を
受
け
た
経

営
革
新
計
画
に
従
っ
て
実
施
す
る
高
度
化
事
業
が

無
利
子
融
資
（
償
還
期
限
：
二
〇
年
以
内
、
据
置

三
年
以
内
、
融
資
割
合
八
〇
％
以
内
）
の
対
象
と

な
る
。

問
合
せ
：
静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

電
話
〇
五
四（
二
五
四
）一
五
一
一

こ
の
他
に
も
公
庫
に
よ
る
低
利
融
資
や
特
許
料

金
の
減
免
、
専
門
家
派
遣
な
ど
多
く
の
支
援
策
が

用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
確
認
を
。

静
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
経
営
革
新
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

http://w
w

w
.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-

550/keieikakushin.htm
l

な
お
、静
岡
県
内
の
事
業
者
に
お
い
て
は
、

静
岡
県
経
済
産
業
部
商
工
業
局
経
営
支
援
課

が
開
催
す
る
承
認
審
査
会
に
お
い
て
、
計
画

の
承
認
、
不
承
認
を
決
定
す
る
。

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、
経
営

革
新
支
援
窓
口
と
な
っ
て
お
り
、
相
談
を
随

時
受
け
付
け
て
い
る
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
い
た
だ
き
た
い
。

項　目 内　　　　容

貸 付 利 率
年1.6％
（平成26年4月1日現在）
※金利は固定金利

貸付限度額 8,000万円
（設備資金と運転資金の合計）

貸 付 期 間 10年以内
（うち据置期間1年以内）

信用保証及び
保 証 料 率

取扱金融機関が必要と認めた
ときは、信用保証協会の保証
が必要。
保証料　年0.58％
（経営革新関連保証）

担保・保証人 取扱金融機関又は信用保証協
会の定めるところによる

申 込 窓 口
中央会、県内取扱金融機関、
商工会議所、商工会、
（公財）静岡県産業振興財団、
県商工金融課

貸 付 条 件 通　常 特　例

貸付限度額 4,000万円 6,000万円

貸 付 割 合 所要資金の1/2以内 所要資金の2/3以内

貸 付 利 率 無利子

償還期間等
7年（公害防止等施設は12年）
1年据置6年均等
半年賦又は月賦

担 保 又 は
保 証 人 連帯保証人又は物的担保が必要

高度化事業の内容

（1）集団化事業 生産や物流に適した場所に工場団
地などをつくる。

（2） 施設集約化 
事業

工場などが1つに集まって、設備の
整った施設をつくる。

（3）共同施設事業 物流センターや最新設備の研究施
設など、共同で使う施設をつくる。

（4） 設備リース 
事業

設備を組合で購入して、各組合員企
業に買い取り予約付でリースする。

（5）企業合同事業 中小企業者が合併や出資会社の設
立で、事業の集約化を図る。

（6） 経営革新計画
承認グループ
事業（任意グ
ループ可）

承認された経営革新計画に従って、
新商品・新技術開発等を行うため、
共同利用の研究施設や試験機器な
どを設置する。

対 象
① 新商品・
　新技術・
　新役務開発

②販路開拓

補助率
1/2を限度として県が補助
　※ 補助金利用者においては、
　　最低1/2以上の負担が必要

補 助
限度額 500万円 200万円

補助対
象事業

新商品の開発設
計、試作・改良、
求評等に係る事
業

国内外における
展示会等への出
展や販路開拓に
必要な情報の収
集、提供等
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中
央
会
で
は
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
、
経
営
革

新
計
画
の
申
請
書
の
支
援
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い

る
。
平
成
二
六
年
八
月
末
ま
で
に
、
延
べ
二
三
七

件
の
計
画
を
申
請
、
そ
の
う
ち
協
同
組
合
、
企
業

組
合
の
承
認
は
一
五
件
に
上
る
。

最
後
に
、今
後
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、

い
く
つ
か
の
承
認
事
例
を
紹
介
す
る
。

 

事
例
①

新
商
品
の
開
発
で
新
た
な
顧
客
を
開
拓
！

「
数
種
類
の
干
物
の
ほ
ぐ
し
身
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て

味
付
け
し
た
手
間
な
し
調
理
食
材
の
開
発
」

沼
津
海
産
物
協
同
組
合

住
　
所
：
沼
津
市
口
野
神
浜
五
〇
－
一
一

電
　
話
：
〇
五
五
（
九
三
九
）
〇
〇
〇
八

U
R

L

：http://w
w

w
.m

arukai-num
azu.com

/

理
事
長
：
田
内
克
彦

当
組
合
は
、
昭
和
四
八
年
の
設
立
か
ら
干
物
の

共
同
販
売
を
主
に
行
っ
て
い
る
。

近
年
、
干
物
の
消
費
量
が
減
少
す
る
等
、
組
合

の
収
益
が
低
迷
す
る
な
か
、
活
路
を
見
出
す
べ
く

他
者
と
の
差
別
化
を

は
か
る
こ
と
が
で
き

る
新
商
品
の
開
発
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

平
成
二
三
年
度
に

は
、
火
を
使
わ
ず
に

電
子
レ
ン
ジ
で
簡
単

に
調
理
で
き
、
魚
を

丸
ご
と
食
べ
ら
れ
る

『
フ
ラ
イ
ド
ひ
も
の
』

を
開
発
。
新
規
性
が
評
価
さ
れ
、
経
営
革
新
計
画

の
承
認
を
得
た
。

平
成
二
五
年
度
に
は
、
ア
ジ
、
ホ
ッ
ケ
、
キ
ン

メ
、
赤
魚
な
ど
の
干
物
の
ほ
ぐ
し
身
を
ミ
ッ
ク
ス

し
て
味
付
け
し
、
真
空
パ
ッ
ク
に
し
た
商
品
開
発

で
二
回
目
の
承
認
を
受
け
た
。

通
常
の
干
物
の
生
産
工
程
に
お
い
て
発
生
す
る

端
物
を
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
経
済
性
が
高
い
。

ま
た
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
煙
も
出
ず
、
調
理

時
間
も
短
縮
で
き
、
和
洋
食
問
わ
ず
活
用
で
き
る

な
ど
、
付
加
価
値
の
高
い
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
検

討
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
展
示
会
で
精
力
的
に

宣
伝
し
て
い
く
予
定
。
原
料
で
あ
る
魚
が
豊
富
に

持
つ
D
H
A
や
E
P
A
な
ど
の
栄
養
素
、
機
能
性

を
前
面
に
P
R
し
、
介
護
・
医
療
分
野
へ
も
市
場

を
開
拓
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

田
内
理
事
長
は
、
経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
受

け
た
感
想
に
つ
い
て
、「
中
央
会
や
金
融
機
関
の

支
援
に
よ
り
、
申
請
は
思
っ
た
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
た
。
承
認
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
組
合
や

商
品
の
知
名
度
は
格
段
に
上
が
っ
た
と
思
う
。
今

後
は
、
開
発

助
成
な
ど
を

上
手
に
活
用

し
、
さ
ら
に

商
品
力
を
高

め
て
い
き
た

い
」と
語
る
。

 

事
例
②

資
材
業
者
か
ら
新
分
野
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

「
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
使
用
し
た

半
身
浴
用
浴
槽
蓋
の
開
発
」

株
式
会
社
エ
ン
ゼ
ル
産
業

住
　
所
：
焼
津
市
中
新
田
一
五
五
一
－
二

電
　
話
：
〇
五
四
（
六
二
四
）
一
六
一
〇

U
R

L

：http://w
w

w
.bathtable.jp/

代
表
取
締
役
：
坂
井
士
郎

当
社
は
、
協
同
組
合
静
岡
県
中
小
企
業
調
査
研

究
機
構
の
組
合
員
。
四
五
年
に
わ
た
り
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
製
品
の
製
造
、
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
主

に
業
務
用
エ
ア
コ
ン
の
断
熱
材
を
製
造
し
て
い

る
。
事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
原

油
高
に
よ
る
利
益
率
の
悪
化
が
悩
み
の
種
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ

り
、
取
引
先
大
手
企
業
は
、
今
後
、
海
外
展
開
を

拡
大
し
て
行
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
自
社
製
品
開

発
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
当
社
の
強
み
で
あ
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
と
他
の
素
材

と
の
蒸
着
・
成

型
、
塗
装
技
術

を
活
か
し
た
商

品
開
発
を
目
指

し
、
平
成
二
四

年
度
、
経
営
革

新
計
画
の
承
認

を
受
け
た
。

発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
は
、
保

事 例 紹 介

▼商品を手に田内理事長

▼東京での展示会の様子
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温
性
に
優
れ
て
い
る
た
め
保
冷
箱
な
ど
に
多
く
用

い
ら
れ
る
。
こ
の
特
性
に
着
目
し
、
昨
今
、
健
康

志
向
の
高
ま
り
を
受
け
注
目
を
集
め
て
い
る
「
半

身
浴
」
用
の
浴
槽
蓋
の
開
発
を
行
っ
た
。
半
身
浴

は
疲
労
回
復
、
美
容
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
等
に

効
果
的
だ
と
し
て
、
近
年
、
若
い
女
性
を
中
心
に

人
気
が
あ
る
が
、
入
浴
時
間
が
長
い
た
め
お
湯
が

冷
め
や
す
く
、
上
半
身
は
過
度
に
冷
え
や
す
い
。

ま
た
、
入
浴
中
、
時
間
を
持
て
余
す
と
い
う
課
題

も
あ
る
。

そ
こ
で
、
当
社
が
開
発
し
た
浴
槽
蓋
「
バ
ス
タ

ブ
ル
」
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
合
成
樹
脂
で
覆

い
保
温
性
を
高
め
た
。
ま
た
、
首
と
手
を
出
す
部

分
に
穴
を
開
け
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
や
読

書
な
ど
を
可
能
に
し
た
。

事
前
に
行
っ
た
市
場
調
査
や
九
月
に
東
京
で
開

催
さ
れ
た
大
規
模
な
展

示
会
で
は
、
大
手
量
販

店
の
バ
イ
ヤ
ー
も
興
味

を
示
す
な
ど
、
予
想
を

上
回
る
反
響
が
あ
っ
た
。

実
用
新
案
登
録
や
意
匠

登
録
も
申
請
中
で
、
今

後
は
、
通
信
販
売
な
ど

を
中
心
と
し
た
売
り
込
み
を
計
画
し
て
い
る
。

経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
受
け
た
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
坂
井
社
長
は
、「
新
分
野
へ
の
挑
戦
と
い

う
こ
と
で
不
安
が
大
き
か
っ
た
が
、
専
門
家
の
指

導
な
ど
周
囲
の
支
援
が
心
強
か
っ
た
。
従
業
員
の

や
る
気
も
上
が
り
、
自
分
達
の
技
術
に
自
信
が
つ

い
た
と
思
う
」
と
述
べ
る
。

 

事
例
③

高
度
化
資
金
の
無
利
息
融
資
を
利
用

工
場
の
集
約
化
と
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

生
産
改
革
を
実
現

企
業
組
合
静
岡
機
械
製
作
所

住
　
所
：
静
岡
市
葵
区
吉
津
五
九
〇

電
　
話
：
〇
五
四
（
二
七
八
）
七
一
二
一

U
R

L

：http://w
w

w
.s-kikai.com

/

理
事
長
：
磯
谷 

豊

当
組
合
は
、
創
業 

昭
和
二
八
年
の
製
茶
機
械

メ
ー
カ
ー
。
平
成
一
三
年
度
に
は
、「
超
高
温
加

湿
蒸
気
に
よ
る
製
茶

機
の
製
造
、
販
売
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
経

営
革
新
計
画
の
承
認

を
受
け
た
。

既
存
事
業
が
順
調

に
推
移
す
る
中
、
さ

ら
に
短
納
期
、
低
価

格
、
高
品
質
と
い
っ

た
顧
客
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
老

朽
化
が
進
み
分
散
化

し
て
い
た
工
場
の
移

転
、
集
約
化
を
図
っ

た
。平

成
二
〇
年
度
、

革
新
性
の
高
い
電
算

化
に
よ
る
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
柱
と
し

た
経
営
革
新
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
工
場
の
移
転
、
新
築
に
伴
う
資

金
調
達
に
際
し
、
高
度
化
資
金
の
無
利
息
融
資
を

実
現
し
た
。

高
度
化
資
金
に
関
し
て
は
、
あ
さ
ぎ
り
フ
︱
ド

パ
ー
ク
協
同
組
合
︵
富
士
宮
市
︶
も
集
団
化
に
際

し
、各
組
合
員
が
経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
受
け
、

無
利
息
融
資
を
活
用
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
、
組
合
の
承
認
事
例
】

（
平
成
二
二
年
度
以
降
の
抜
粋
）

・
藤
枝
建
築
事
業
協
同
組
合
︵
藤
枝
市
︶

「
安
心
、
安
全
住
宅
『
ふ
じ
え
だ
四
季
の
匠
』

に
よ
る
販
売
戦
略
の
構
築
」

・
湖
西
市
谷
上
商
業
協
同
組
合
︵
湖
西
市
︶

「
ミ
ニ
マ
ム
屋
台
の
開
発
及
び
販
売
」

・
レ
ワ
ー
ド
グ
ル
ー
プ
協
同
組
合
︵
浜
松
市
︶

「
昇
華
プ
リ
ン
ト
野
球
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
量
産

化
と
短
納
期
化
の
実
現
」

・
企
業
組
合
テ
ン
テ
ッ
ク
︵
富
士
市
︶

「
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
機
能
を
備
え
た
動
物
病

院
向
け
健
康
診
断
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
」

・
静
浦
海
産
物
協
同
組
合
︵
沼
津
市
︶

「
全
国
有
数
の
鯖
節
生
産
地
沼
津
の
鯖
節
粉
末

を
使
っ
た
土
産
菓
子
の
開
発
」

事 例 紹 介

6中小企業静岡 2014.10

組合活性化情報

26年10月号_本文.indd   6 14/09/26   16:04



第60回中小企業団体静岡県大会を11月6日（木）「しずぎんホール　ユーフォニア」で開催いたします。
今大会では「活かせ組合力 伸ばせ連携の力！ 成長戦略でチャンスをつかめ」をテーマに掲げ新たな販
路開拓、次世代産業による需要創出、人材の確保・育成など組合を起点とした中小企業の活性化策につい
て提言を行います。また静岡県産業成長戦略会議の内容を踏まえ、中小企業の成長を促すビジネスチャン
スとして活用のヒントを探ります。
つきましては、今後の組合運営と企業活動のご参考にしていただきたく、多くの皆様方にご参加いただ
きますようご案内申し上げます。

●日　時 平成26年11月6日（木）14時00分～16時40分

●会　場 しずぎんホール ユーフォニア（静岡銀行呉服町支店ビル･アゴラ静岡8階）

【主催】静岡県中小企業団体中央会　　【後援】静岡県、静岡県市長会、静岡県町村会
【協賛】静岡県中小企業団体職員協会、静岡県中小企業団体組合士会、静岡県青年中央会

●14：00　開会、主催者挨拶、来賓祝辞

基 調 講 演  「静岡県産業成長戦略会議の目指すもの」
　県内経済の活性化策を官民で協議する「県産業成長戦略会議」の目指すところについてご説明いただくととも
に、中小企業・組合の新たな取り組みによる成長の可能性を模索します。

先進事例発表
・株式会社試作サポーター四日市（三重県四日市市）
四日市機械器具工業㈿青年部が主体となり、各々が培ってきた技術力を活かしIH（電磁誘導加熱）に関わる試作請負
を事業化。現在は米国に向けた市場開拓を行うなど、新たな取り組みを行っている事例。

・企業組合であい村蔵ら（松崎町）
西伊豆松崎町で高齢者の働く場所として、企業組合を設立。古民家を利用した食事の提供、ギャラリーの運営を行い、
地域のにぎわい創出を担う。地域企業を支える人材の確保を果たす事例。

・静岡県溶接工業協同組合（静岡市）
熟練技術者の高齢化などを背景に、技能継承を重視した組合が技術者育成のため組合員企業の従業員を対象に溶接施
工について技術習得を支援。ものづくりの基盤技術を支える人材育成の事例。

・静岡中部金属開発協同組合（藤枝市）
機械金属関連業6社により小水力発電機器の開発のため協同組合を設立。再生エネルギー市場の本格化を見据え、企業
が開発力を結集し次世代産業の創出に挑戦している事例。

大 会 決 議
●16：40　閉会

第60回 中小企業団体静岡県大会 開催のご案内

活かせ組合力 伸ばせ連携の力！
成長戦略でチャンスをつかめ
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藤
枝
市
の
製
茶
販
売
加
工
業
者
で
限

定
販
売
し
て
い
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
茶

「
藤
枝
め
ぐ
み
」。
こ
の
お
茶
の
一
般
市

民
に
よ
る
審
査
会
が
、
八
月
九
日
、
藤

枝
市
茶
商
工
業
協
同
組
合
（
一
言
藤
夫

理
事
長
）
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

市
民
が
選
ぶ
”地
元
の
お
茶
“
と
し

て
、こ
の
「
藤
枝
め
ぐ
み
」
を
よ
り
知
っ

て
も
ら
い
、
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら
お

う
と
企
画
し
た
こ
の
審
査
会
は
、
今
年

で
七
回
目
と
な
る
。

当
日
は
、
公
募
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

一
般
市
民
一
五
人
と
、
地
元
で
選
ば
れ

た
ジ
ュ
ニ
ア
お
茶
博
士
五
人
の
審
査
員

が
、
組
合
員
の
茶
匠
が
技
を
競
っ
て
仕

上
げ
た
自
慢
の
茶
葉
を
審
査
し
た
。

事
前
に
組
合
審
査
員
が
出
品
さ
れ
た

仕
上
茶
一
八
点
か
ら
一
〇
点
を
選
出
。

審
査
会
当
日
、
一
般
審

査
員
が
、
飲
ん
で
美
味

し
か
っ
た
お
茶
二
点
を

選
び
、
得
点
の
高
い
順

に
順
位
を
付
け
た
。

大
人
に
交
じ
り
、
参

加
し
た
子
供
た
ち
も
真

剣
そ
の
も
の
。
日
頃
、
気
軽
に
飲
む
お

茶
と
は
違
い
、
作
品
ご
と
の
微
妙
な
違

い
を
、
厳
正
に
審
査
し
た
。

「
藤
枝
め
ぐ
み
」
は
、
旨
味
と
渋
味

が
調
和
し
た
独
特
の
香
味
と
豊
か
な
香

気
が
特
徴
。
平
成
二
〇
年
か
ら
販
売
を

開
始
し
、消
費
者
か
ら
の
評
判
も
良
く
、

売
り
上
げ
も
好
調
で
あ
る
。

藤
枝
茶
ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
の
委
員
長

を
務
め
る
山
崎
照
昌
氏
（
山
崎
屋
）
は
、

「
市
民
の
み
な
さ
ん
に
藤
枝
の
自
慢
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
積
極
的
に

P
R
し
て
い

き
た
い
」
と

今
後
の
抱
負

を
語
っ
た
。

組
合
で
は

「
藤
枝
茶
三

姉
妹
」
と
し

て
「
藤
枝
め

ぐ
み
」
の
ほ
か
「
藤
枝
か
お
り
」、
和

紅
茶
「
藤
枝
く
れ
は
」
を
販
売
中
。

お
問
合
わ
せ
は
、
組
合
ま
で
。

電
話
：
〇
五
四
（
六
四
一
）
四
一
七
三

静
岡
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
協
同
組

合
（
桜
井
俊
秀
理
事
長
）
は
、
県
内
の

I
T
（
情
報
通
信
）
産
業
の
活
性
化
を

目
指
し
、
高
校
生
年
代
の
若
者
を
対
象

と
し
た
若
手
I
T
技
術
者
育
成
事
業
を

平
成
二
四
年
度
か
ら
推
進
し
て
い
る
。

今
年
度
も
、
静
岡
市
葵
区
の
静
岡
産

業
技
術
専
門
学
校
他
を
会
場
に
、
八
月

二
一
日
か
ら
三
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

当
事
業
を
実
施
。
県
内
の
高
校
生
一
五

人
が
参
加
し
、
最
新
の
I
T
技
術
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
組
合
員
等
の
指
導
の
も

と
、
実
際
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
製
作
や
企
業
視
察
な
ど
を
行
っ
た
。

I
T
業
界
で
今
注
目
を
集
め
て
い
る

「
市
民
ア
プ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

開
発
を
通
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
は

も
と
よ
り
、

ニ
ー
ズ
把
握

や
課
題
の
発

掘
な
ど
、
総

合
的
な
能
力

養
成
を
目
指

し
た
。ま
た
、

I
T
が
社
会
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

役
に
立
っ
て
い
る
の
か
を
改
め
て
学
ん

で
も
ら
う
考
え
。

桜
井
理
事
長
は
、「
当
事
業
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
、
中
央
会
の
助
成
事
業

を
利
用
し
、
五
年
前
に
行
っ
た
沖
縄
県

へ
の
先
進
事
例
視
察
。
中
学
生
を
対
象

に
I
T
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
行
っ
て
い
る
活
動
に
、
大
き
な
刺
激

を
受
け
た
。
働
く
場
と
し
て
は
、
人
気

が
低
迷
す
る
I
T
業
界
だ
が
、
現
況
を

知
っ
て
も
ら
い
、
日
本
の
誇
る
I
T
技

術
の
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
少
し

で
も
つ
な
が
れ
ば
」と
期
待
を
寄
せ
た
。

な
お
、
当
日
の
様
子
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
、
全
国
の

高
校
生
等
が
視
聴
し
た
。

お
茶
好
き
集
ま
れ
！

「
藤
枝
め
ぐ
み
」の
市
民
審
査
会
を
開
催

藤
枝
市
茶
商
工
業
協
同
組
合

次
代
の
I
T
業
界
を
担
う
人
材
を
育
成

高
校
生
が
最
新
の
I
T
技
術
を
学
ぶ

静
岡
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
協
同
組
合

▼真剣に取り組む審査員

▼より実践に近い専門的知識を学んだ

▲ 抱負を語る桜井理事長（右）と曾根輝夫実行委
員長（左）
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方
な
ど
を
指
導
し
、
ミ
ニ
椅
子
製
作
に

取
り
組
ん
だ
。

児
童
た
ち
は
、
木
材
を
薄
く
削
る
職

人
の
優
れ
た
技
術
に
、
驚
き
の
表
情
を

見
せ
た
。
ま
た
、
ミ
ニ
椅
子
の
製
作
で

は
、
釘
を
ま
っ
す
ぐ
打
つ
の
に
四
苦
八

苦
、
や
っ
と
の
思
い
で
完
成
し
た
椅
子

の
出
来
栄
え
に
感
動
し
た
様
子
だ
っ
た
。

当
日
、
指
導
に
あ
た
っ
た
建
具
組
合

の
長
島
正
道
静
岡
支
部
長
は
、「
職
人

の
す
ご
さ
や
、
も
の
づ
く
り
の
大
変
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
、
も
の
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
が
少
し
で
も
芽
生
え
て
く
れ

た
ら
。
職
人
に
あ
こ
が
れ
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

（
一
社
）
静
岡
県
技
能
士
会
連
合
会

（
太
田
左
武
朗
会
長
）
は
、
静
岡
県
の

委
託
を
受
け
、
五
月
か
ら
一
一
月
に
か

け
「
W
A
Z
A
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
を

開
催
し
て
い
る
。

当
事
業
は
、
県
内
の
小
中
学
生
に
、

も
の
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
や
楽
し
さ

を
体
験
か
ら
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
平

成
一
一
年
か
ら
実
施
。
今
年
度
は
、
県

内
二
九
校
、
延
べ
二
千
人
を
超
え
る
生

徒
が
受
講
し
て
い
る
。

九
月
一
二
日
、
静
岡
市
葵
区
の
安
東

小
学
校
で
開
か
れ
た
各
教
室
で
は
、
建

具
・
板
金
・
左
官
・
造
園
等
の
「
技
能

士
」
の
指
導
の
も
と
、
同
校
の
六
年
生

が
職
人
の
技
術
を
学
ん
だ
。

建
具
の
教
室
で
は
、
静
岡
県
建
具
工

業
組
合
（
村
松

傳
理
事
長
）
の

静
岡
支
部
か
ら

五
人
の
技
能
士

が
参
加
。
二
〇

人
の
生
徒
に
、

カ
ン
ナ
を
使
っ

た
木
材
の
削
り

静
岡
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
（
片

岡
博
昌
理
事
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、「
木

材
フ
ァ
ン
づ
く
り
活
動
」
の
一
環
と
し

て
、
木
の
良
さ
を
P
R
す
る
二
種
類
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
製
し
た
。
こ
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
平
成
八
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
木
と
豊
か
な
く
ら
し
を

考
え
る
」
シ
リ
ー
ズ
の
三
六
冊
目
。

『
我
ら
、
ウ
ッ
ド
・
イ
レ
ブ
ン
。
木
ッ

ク
オ
フ
！
』
で
は
、
健
康
・
快
適
・
環

境
と
三
拍
子
揃
っ
た
「
木
の
魅
力
」
を
、

サ
ッ
カ
ー
に
例
え
て
紹
介
。
フ
ォ
ワ
ー

ド
、
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ー
、
デ
ィ
フ
ェ

ン
ダ
ー
と
い
っ
た
サ
ッ
カ
ー
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
健
康
決
定

力
」、「
快
適
の
つ
な
ぎ
役
」、「
環
境
守

護
神
」
と
、
木
の
役
割
に
な
ぞ
ら
え
て

詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。

も
う
一
冊
、『
わ
た
し
た
ち
と
木
の

物
語
』
は
、「
木
育
編
」
と
し
て
、
主

に
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
絵
本
風
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。

「
も
し
も
、
こ
の
世
に
木
が
な
か
っ

た
ら
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
木

の
使
わ
れ
方
や
特
性
な
ど
に
つ
い
て
か

わ
い
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
、
ク

イ
ズ
形
式
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
る
。

ま
た
、木
を
使
っ
た
楽
器
や
お
も
ち
ゃ

の
作
り
方
を
紹
介
す
る
な
ど
、
子
供
の

頃
か
ら
木
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

組
合
で
は
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

希
望
す
る
方
に
配
布
。申
込
み
方
法
は
、

配
送
料
と
し
て
「
八
二
円
切
手
」
を
同

封
の
う
え
、
必
要
事
項
を
記
載
し
組
合

宛
に
郵
送
す
る
。
詳
細
は
、
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
を
。

静
岡
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

静
岡
市
葵
区
追
手
町
九
－
六

県
庁
西
館
九
階

電
話
：
〇
五
四
（
二
五
二
）
三
一
六
八

職
人
さ
ん
の
す
ご
さ
を
実
感
！

「
W
A
Z
A
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」を
開
催

静
岡
県
技
能
士
会
連
合
会
・
静
岡
県
建
具
工
業
組
合
　
他

『
我
ら
、
ウ
ッ
ド
・
イ
レ
ブ
ン
。
木
ッ
ク
オ
フ
！
』
他

「
木
と
豊
か
な
く
ら
し
を
考
え
る
」P
R
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

静
岡
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

▼カンナ削りの指導をうける生徒

▲�「ウッド・イレブン」に熱い声援を呼びかける。

▲自分で作ったミニ椅子には愛着もひとしお
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（平成26年8月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員60名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

■製造業
・	�相変わらずの魚質の悪さ、相場の変動、製品安で製造家を悩
ませている。特に魚質の悪さの影響が大きく、売れにも単価
にもすぐ跳ね返るため、強い商売はできない。魚質相場につ
いては、製造家ではどうしようもできず、このような状況が
続けば鰹節製造業は苦しくなるばかりだ。（水産食料品）
・	�秋以降の受注が少ないようだ。（織物業）
・	�８月はいつも稼働率が低下する。一段と小型化が増えてきている
ので、単価的に全体価格が低くなってきている。（宗教用具製造業）
・	�地場工務店の倒産等もあり厳しさが増している。（木材・木製品）
・	�市況低調で消費税改定の反動から立ち直っていない。（パル
プ・紙・紙加工品）
・	�増税後の在庫補充や反動による需要減少も一息ついて、例年
並みの需要になってくると思われる。（印刷・同関連）
・	�鉱物の掘採事業用重機に使用する軽油の軽油取引税課税免
除期限（平成27年３月31日）が半年後に迫り、課税免除の存
続・恒久化の要望・陳情を行政庁及び関係団体に展開する。
	 �本県における軽油免税額の販売価格に対する比率は約3.6％
を占めており、資材・機材の高騰や電力料金の値上げが販売
価格へ転嫁できず、業界の景況・収益状況が悪化している現
況では、免税廃止は事業者の死活問題に発展することは明確
である。（骨材・石工品等）
・	�消費税のアップとこの夏の不順な天候によりすべての商品
が影響していると思われる。自動車関連もかなり消費増税が
影響しているようだ。（生産用機械器具）
・	�夏場を迎え、稼働日数減少もあり受注動向に緩慢な動きがみ
られる。先行き不透明感は払拭できないが、前年並みの売上・
採算確保は維持できている。（生産用機械器具）
・	�８月の台風接近、大雨等の天候不順で、白物家電の販売は大
きく落ち込んだ。（電気機械器具）
・	�自動車部品メーカーの８月度の生産は、消費増税の影響と稼働日
が少ないことから、対前年では減少している。（輸送用機械器具）
・	�新規需要が悪化しており、特に軽四輪の減少が目立つ。企業間の
バラツキがある中で、今後の見通しは不透明。（輸送用機械器具）

・	�景気の上向きは感じられない。（漆器製造）

■非製造業
・	�人手不足と天候不順を背景に公共関係・民間建設共に低調。
８月としては過去最低の出荷量で、創業以来、初めて1,800ト
ンを割り込んだ。（セメント卸）
・	�依然、好調維持（エアコン・冷蔵庫）。（機械器具小売）
・	�４月以降の消費増税の影響について各商店に聞いても、売上が
減少し、資金繰りに大変苦労しているのが現状である。（藤枝市）
・	�８月15〜17日の３日間開催された「静岡夏祭り夜店市」では、天気に
も恵まれ例年以上の人出があり、各店売り上げも良かった。（静岡市）
・	�お盆期に初めてセールを行った。お盆期間は例年、観光客・帰
省客が２〜３割あり、今年も同様の数字であったが、お盆過
ぎがあまり良くなかった。（伊東市）
・	�８月の宿泊者数がやや上昇している。（宿泊）
・	�西部方面は、原発の防潮堤の仕事が入り受注した業者は多忙
な日々を過ごしている。これから、今年一杯は建設業も繁忙
期を迎えるため、会社を挙げて全力で取組んでいきたい。
	 �ただし、建設業を取り巻く環境が平成24年から増加に転じた
建設投資額が引き続き増加基調にあり、未消化工事高が対前
年比で増加していること、建設工事量の増大、技能労働者や
現場管理者の不足等により、人材の質の維持や現場管理に支
障を来たしている。（総合工事）
・	�工事量の増加に伴い、人員不足の感がある。（総合工事）
・	�受注金額が上昇していない状況で、建設資材及び人件費が上
昇しているため、採算割れの工事が発生している。（総合工事）
・	�燃料価格が高止まりしており、前年比７〜８円／ℓ高く、収
益を圧迫している。一方、大手運送事業者が人手不足による
人件費上昇、燃料高による運賃値上げを公表。中小零細事業
者への波及が期待される。（道路貨物運送）
・	�お盆休暇の為、輸送が大幅に減少した。また、燃料が若干では
あるが値下がり傾向になった。（道路旅客運送）
・	�今年は盆明けからの天候の関係もあり、輸送量は例年に比べ
減少となった。（道路旅客運送）

12月1日〜7日は「国家公務員倫理週間」です
〜国家公務員倫理審査会 から 民間企業の皆様へのお願い〜

国家公務員との接触、交際にはルールがあります。
飲食や贈答品のやりとりなどには、ご注意ください。

■�国家公務員は、「利害関係者」（契約の相手方、許認可の申請者、立入検査を
　受ける事業者など）との間で、以下のような行為が禁止されています。
　　・金銭、物品の贈与を受けること　　・供応接待を受けること
　　・車による送迎等の無償の役務の提供を受けること　など
国家公務員の倫理に反すると疑われる行為に気付かれた方は、
公務員倫理ホットラインにご連絡ください。通報者の氏名等は窓口限りにとどめられます。

◎電　話　03-3581-5344	 （土日祝日を除く9：30〜18：15）
◎メール　rinrimail@jinji.go.jp	 （通年で受け付けています）
※詳細は、下記の国家公務員倫理審査会ホームページをご参照ください。
　http：//www.jinji.go.jp/rinri/

公 務 員 倫 理
ホットライン
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景況景況ウォッチ景況ウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチ 組合活性化情報

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H26.08 －30.0 －4.8 1.7 －5.0 －36.7 －20.0 －28.6 －10.0 －33.4

DI値

H26.07 －16.7 4.8 10.0 －6.6 －28.4 －16.7 －21.4 －11.6 －31.6

H26.07→H26.08 －13.3↓ －9.6↓ －8.3↓ 1.6↑ －8.3↓ －3.3↓ －7.2↓ 1.6↑ －1.8↓

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
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30.0 売上高
収益状況
業界の景況

H17.9.1 H18.9.1 H19.9.1 H20.9.1 H21.9.1 H22.9.1 H23.9.1 H24.9.1 H25.9.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）

〇平成26年８月のDI値を前月と比較すると、前月は改善傾向をみせた｢売上高｣「収益状況」「業界の景況」と
もに低下傾向となる結果となった。
〇「製造業」は、前月との比較で「売上高」「在庫数量」「収益状況」「資金繰り」「設備操業度」「業界景況」
が悪化している。「売上高」「収益状況」については、消費増税による市況低調に加え、今夏の不安定な天候
の影響による販売落込みの声が多く聞かれる。
〇「非製造業」は、前月との比較で「売上高」「販売価格」「収益状況」が悪化している。自由回答では景況回
復の兆しを見せる声が増えつつあるものの、経営に困窮している事業者は依然として多い。

概　況

内閣府が9月8日に発表した4～6月期の実質GDP（改定値）は、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動減による個人消費や
住宅投資の落ち込みから年率換算▲7.1％となり、東日本大震災発生時の平成23年1～3月期における年率▲6.9％を超え
た。さらに、消費増税に伴う駆け込み需要の反動減は、7月の県内新設住宅着工戸数（9月5日付け静岡県発表）にも影響を与
え、資材高騰や人手不足の影響もあり前年同月比▲38.0％と大きく下落している。
このような厳しい経済環境下、乗用車の県内新車販売台数も前年同月比▲9.4％（9月2日付け日本自動車販売協会連合会県
支部発表）とマイナスに転じているが、国内の二輪市場は復調の兆しが見えており、“中高年層の回帰”や“女性ライダーの増
加”等により二輪車販売台数は前年度比＋7.3％となり、リーマンショック以降5年ぶりに高水準を記録している。
連絡員からの8月期回答をみると、輸送用機械器具製造業では「新規需要が悪化」「対前年比で減少」、木材・木製品製造業では
「地域工務店の倒産があり厳しさが増している」、電気機械器具製造業では「台風や大雨等の天候不順による販売落ち込み」
などの回答が寄せられ、県内における業界の景況は全体的に悪化している。
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　静岡県内の事業場で働くすべての労働者に適用される地域別
最低賃金である「静岡県最低賃金」は、静岡地方最低賃金審議
会の改正答申どおり決定し、静岡労働局長は、平成２６年９月
５日付け官報に公示し、平成2６年度の静岡県最低賃金につい
て、右のとおり改正決定しました。

（効力発生日）

　平成２6年１０月5日
（改正額）

　　時間額　７65円

※ 詳しくは、静岡労働局HP　（「賃金室」）をご覧ください。
    http://shizuoka-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/roudoukyoku/roudou/chingin.html

Q「地域別最低賃金」とは？
　地域別最低賃金は、産業や職種にかかわりなく、パートタイマー・アルバイト・臨時・嘱託などの名称にかか
わらず、働くすべての労働者とその使用者に対して、都道府県ごとに一律に定められ、適用されるものです。
　この「地域別最低賃金」のほか、静岡県内の特定の産業には「特定（産業別）最低賃金」が定められています
のでご注意ください。

Q派遣労働者の最低賃金は？
　派遣労働者についても、派遣元の事業場の所在地にかかわらず、派遣先の事業場の所在地の都道府県の（地域
別または産業別）最低賃金が適用されます。

Q最低賃金の対象となる賃金は？
　労働者に支払われる賃金のうち、最低賃金の比較の対象となる賃金は、毎月支払われる基本的な賃金に限られ
ます。
　具体的には、基本給と諸手当のうち、精皆勤手当、通勤手当、家族手当を除いたものです。
　また、時間外等の割増賃金や賞与も含まれません。

　平成２６年度静岡県最低賃金が改正されました 賃金室
℡054-254-6315

　労働災害多発を踏まえた緊急対策
健康安全課

℡054-254-6314

静岡労働局では、本年６月１１日に「労働災害減少に向けた緊急要請」により、労働災害防止団体、事業者団
体等に対し、労使始め、関係者が一体となった取組の強化を要請していますが、８月末日時点の死亡災害が
２２人で、前年同期に比べ５人（２９．４％）増加し、休業４日以上の死傷者数も２，２４５人で前年同期に比べ
１１４人（５．３％）増加しており、増加傾向に歯止めがかからない状況となっています。そのため、労働災害多発
を踏まえた緊急対策を実施しています。

• 局、署幹部による団体要請（経営者団体、労働災害防止団体等）

• 災害多発業種に係る監督指導、集団指導等の実施

• 災害防止団体等が実施するパトロールと連携

• 各種集団指導、会議等において周知啓発

• 関係機関と連携し、各種対策について周知啓発

概要

食料品製造業 → 食品加工用機械による「はさまれ・巻き込まれ」、「切れ、こすれ」災害防止

建設業 → 「墜落・転落」、重機等による「はさまれ・巻き込まれ」災害防止

道路貨物運送業 → トラックからの「墜落・転落」災害防止
第三次産業（小売業、社旗福祉施設、飲食店） → 「安全推進者」の配置、腰痛防止対策

重点業種
重点事項

静岡労働局からのお知らせ

　静岡県内の事業場で働くすべての労働者に適用される地域別
最低賃金である「静岡県最低賃金」は、静岡地方最低賃金審議
会の改正答申どおり決定し、静岡労働局長は、平成２６年９月
５日付け官報に公示し、平成2６年度の静岡県最低賃金につい
て、右のとおり改正決定しました。

（効力発生日）

　平成２6年１０月5日
（改正額）

　　時間額　７65円

※ 詳しくは、静岡労働局HP　（「賃金室」）をご覧ください。
    http://shizuoka-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/roudoukyoku/roudou/chingin.html

Q「地域別最低賃金」とは？
　地域別最低賃金は、産業や職種にかかわりなく、パートタイマー・アルバイト・臨時・嘱託などの名称にかか
わらず、働くすべての労働者とその使用者に対して、都道府県ごとに一律に定められ、適用されるものです。
　この「地域別最低賃金」のほか、静岡県内の特定の産業には「特定（産業別）最低賃金」が定められています
のでご注意ください。

Q派遣労働者の最低賃金は？
　派遣労働者についても、派遣元の事業場の所在地にかかわらず、派遣先の事業場の所在地の都道府県の（地域
別または産業別）最低賃金が適用されます。

Q最低賃金の対象となる賃金は？
　労働者に支払われる賃金のうち、最低賃金の比較の対象となる賃金は、毎月支払われる基本的な賃金に限られ
ます。
　具体的には、基本給と諸手当のうち、精皆勤手当、通勤手当、家族手当を除いたものです。
　また、時間外等の割増賃金や賞与も含まれません。

　平成２６年度静岡県最低賃金が改正されました 賃金室
℡054-254-6315

　労働災害多発を踏まえた緊急対策
健康安全課

℡054-254-6314

静岡労働局では、本年６月１１日に「労働災害減少に向けた緊急要請」により、労働災害防止団体、事業者団
体等に対し、労使始め、関係者が一体となった取組の強化を要請していますが、８月末日時点の死亡災害が
２２人で、前年同期に比べ５人（２９．４％）増加し、休業４日以上の死傷者数も２，２４５人で前年同期に比べ
１１４人（５．３％）増加しており、増加傾向に歯止めがかからない状況となっています。そのため、労働災害多発
を踏まえた緊急対策を実施しています。

• 局、署幹部による団体要請（経営者団体、労働災害防止団体等）

• 災害多発業種に係る監督指導、集団指導等の実施

• 災害防止団体等が実施するパトロールと連携

• 各種集団指導、会議等において周知啓発

• 関係機関と連携し、各種対策について周知啓発

概要

食料品製造業 → 食品加工用機械による「はさまれ・巻き込まれ」、「切れ、こすれ」災害防止

建設業 → 「墜落・転落」、重機等による「はさまれ・巻き込まれ」災害防止

道路貨物運送業 → トラックからの「墜落・転落」災害防止
第三次産業（小売業、社旗福祉施設、飲食店） → 「安全推進者」の配置、腰痛防止対策

重点業種
重点事項

静岡労働局からのお知らせ
静岡労働局からのお知らせ

平成26年度静岡県最低賃金が改正されました

労働災害多発を踏まえた緊急対策

賃金室
℡054-254-6315

健康安全課
℡054-254-6314
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企業の成長は女性が握る！
「逆転発想で組織力をあげる」

〜女子バレー 眞鍋監督講演〜

静岡県委託　未来志向型女性育成事業
「ふじのくに　なでしこ企業100宣言」

キックオフ　人材活用セミナー
この事業は、女性社員の活用を図りたい県内の中小企業100
社を対象に、管理職のマネジメントスキルと女性社員のモチ
ベーション及びビジネススキルを上げることによって生産性を
向上し、社員の処遇改善につなげることを目的としたものです。
このたび、当事業のスタートにあたり、今、注目の全日本女
子バレー眞鍋監督を基調講演にお招きし、キックオフ「人材活
用セミナー」を開催します。

【開催概要】
□日時：平成26年10月23日（木）13時30分〜
□会場：あざれあ大ホール（県男女共同参画センター）
□定員：250名（先着順）
□主催：静岡県　共催：静岡新聞社・静岡放送
□対象：‌�女性社員の活用を考えている県内中小企業

の経営者・管理職・その企業に勤務する女
性社員

□申込締切：平成26年10月14日（火）17時必着

【プログラム】
□第一部　基調講演
　　　　　「女性のやる気を引き出す　ための戦略を学ぶ」
　講師：全日本女子バレーボールチーム監督

眞鍋 政義氏
□第二部　パネルディスカッション
　　　　　「人材活用　実践企業から学ぶ」
パネラー：サトーカメラ株式会社代表取締役専務

佐藤 勝人氏
コーディネータ：株式会社るるキャリア代表取締役

内田 美紀子氏
□第三部　女性パワーを組織に活かす
　�「ふじのくに なでしこ企業100宣言」プログラム説明会

お問い合わせ・お申し込み
株式会社るるキャリア（静岡県委託事業受託先）
TEL：054-252-8820　FAX：054-270-6520
e-mail：fujinadeshiko@uruoiplus.jp
URL：http://www.uruoiplus.jp/fujinade.html
（静岡県担当課：経済産業部就業支援局労働政策課）

就職面接会『第3回大学生等就職フェア』
参加企業募集！

平成27年３月卒業予定の大学等の学生及び既卒３年
以内の求職者を対象にした就職面接会を開催します。
参加は無料です。

【開催日時・会場】
□受付時間　各会場とも11時30分から12時45分

中部会場
（静岡市）

日時：12月４日（木）13時〜16時
会場：�グランシップ静岡　大ホール・海 

静岡市駿河区池田79-4

西部会場
（浜松市）

日時：12月11日（木）13時〜16時
会場：�アクトシティ浜松 展示イベントホール 

浜松市中区中央3-12-1

東部会場
（沼津市）

日時：12月17日（水）13時〜16時
会場：�キラメッセぬまづ　多目的ホール 

沼津市大手町1-1-4

【参加条件】（事前申込必要）
①�勤務先（就業場所）が静岡県内にあり、正社員として採用予
定であること
②�参加申込時に大卒等求人票（新卒者を採用予定の場合は必
須）または一般求人票（既卒者を対象とした求人）をハロー
ワークに提出済みで、開催日当日に募集中あること。

【参加対象者】
□�平成27年３月卒業予定の大学（院）、短大、高専、
専修学校等３年以内の求職者

【申込方法・受付期間】
□�静岡県のホームページ「しずおか就職net」に掲載
している申込フォームにてお申込ください。
□10月22日（水）〜11月７日（金）
※申込多数の場合は抽選になります。
※�参加企業には、開催日約２週間前に「参加決定通知書」
を郵送します。

【主催】
□静岡新卒者就職応援本部
（静岡労働局・ハローワーク・静岡県等）

お問い合わせ
静岡県雇用推進課
TEL：054-221-2573
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インタビューインタビューインタビュー
高年齢者雇用安定助成金のご案内

高年齢者雇用安定助成金は、高年齢者活用促進コースと高年齢者労働移
動支援コースで、構成されています。

　高年齢者が意欲と能力がある限り年齢に関わりなくいきいきと働ける社会を構築していくため
に、高年齢者の活用促進のための機械設備の導入・雇用管理制度の整備等、雇用環境整備の措置
（以下「活用促進措置」といいます。）を実施した事業主に対し、助成金を支給します。

〈支給金額〉

「活用促進措置」に要した費用の2分の1（中小企業は3分の2）

ただし、当該活用促進措置の対象となる、1年以上継続して雇用している60歳以上の雇用保険
被保険者1人につき20万円を上限とします（1000万円を上限）。

　高年齢者の円滑な労働移動の促進を図るため、定年を控えた高年齢者等で、その知識や経験を
活かすことができる他の企業での雇用を希望する者を、公共職業安定所又は職業紹介事業者※の
紹介により、失業を経ることなく雇い入れる事業主に対し、助成金を支給します。
※雇用関係給付金の取扱に係る同意書を労働局に提出している有料・無料職業紹介事業者

〈支給金額〉

雇入れ1人につき70万円　（短時間労働者※を雇い入れる場合は1人につき40万円）

　※1週間の所定労働時間が20時間以上30時間未満の者

※詳しい内容は、下記までお問い合わせください。
　当機構のホームページ（http://www.jeed.or.jp/）でもご案内しています。

高年齢者雇用安定助成金高年齢者雇用安定助成金高年齢者雇用安定助成金 高年齢者労働移動支援コース高年齢者労働移動支援コース高年齢者労働移動支援コース

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
静岡高齢・障害者雇用支援センター
（TEL054-205-3307）　担当 落合・鈴木
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二
五
年
一
〇
月
に
組
合
を
設
立
。
河
川

や
用
水
路
な
ど
小
規
模
の
水
流
を
利
用

し
た
一
〇
〇
㎾
未
満
の
発
電
装
置
に
つ

い
て
、
さ
ら
な
る
研
究
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

粳
田
幸
雄
理
事
長
は
、「
水
力
は
天

候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
二
四
時

間
安
定
し
た
発
電
供
給
が
可
能
。
販
売

先
に
は
、
固
定
買
取
制
度
の
活
用
す
る

こ
と
で
一
〇
年
以
内
に
投
資
回
収
で
き

る
製
品
と
し
て
提
供
し
た
い
。
技
術
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
は

終
わ
り
が
な
い
」
と
話
す
。

現
在
、
組
合
は
地
元
大
井
川
用
水
へ

の
導
入
を
目
指
し
、
関
係
者
と
協
議
を

重
ね
て
い
る
。
農
業
用
水
路
に
は
水
の

政
府
は
太
陽
光
や
風
力
、
バ
イ
オ
マ

ス
、
水
力
、
地
熱
な
ど
自
然
の
力
に
よ

り
枯
渇
し
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
発
電
を
推
進
し
て
い
る
。
平
成

二
四
年
七
月
に
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
」
が
ス

タ
ー
ト
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

発
電
さ
れ
た
電
気
は
国
が
定
め
る
固
定

価
格
で
一
定
期
間
、
電
力
会
社
に
よ
る

買
い
取
り
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
新
た
な
発
電
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
・
拡
大
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
捉
え
、
藤
枝
市
、
焼
津
市
、
牧
之

原
市
の
機
械
金
属
関
連
企
業
が
当
組
合

を
設
立
し
、
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集

し
た
小
水
力
発
電
装
置
の
開
発
に
乗
り

出
し
た
。

工
作
機
械
製
造
、
金
型
、
塗
装
、
機

械
卸
業
を
営
む
六
社
が
連
携
し
て
、
ま

ず
は
五
㎾
出
力
の
装
置
の
試
作
に
取
り

組
ん
だ
。
帯
状
の
金
属
板
に
そ
り
と
曲

げ
の
加
工
を
施
し
、
独
創
的
な
形
状
の

ス
ク
リ
ュ
ー
を
開
発
。
水
流
を
効
率
よ

く
回
転
力
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
で
、
一

般
的
な
水
車
型
よ
り
も
高
い
発
電
性
能

を
実
現
し
た
。
ま
た
設
置
に
は
土
木
工

事
を
不
要
と
し
、
販
売
を
見
据
え
導
入

コ
ス
ト
の
低
減
も
意
識
し
た
。
実
証
試

験
に
よ
り
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
受
注
獲
得
を
目
指
し
平
成

流
れ
を
一
定
に
調
整
す
る
た
め
階
段
状

の
段
差
が
大
小
い
く
つ
も
設
け
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
落
差
を
利
用
し
た
発
電
シ

ス
テ
ム
を
提
供
す
る
。
流
れ
が
緩
や
か

な
箇
所
に
は
、
加
速
用
水
路
を
組
み
合

わ
せ
る
な
ど
設
置
条
件
や
販
売
先
の
要

望
に
応
え
る
よ
う
、
多
彩
な
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
そ
ろ
え
る
。

粳
田
理
事
長
は
「
水
資
源
の
豊
富
な

本
県
で
は
、
農
業
用
水
だ
け
で
も
設
置

可
能
な
箇
所
が
数
多
く
あ
る
。
潜
在
的

な
発
電
能
力
が
高
い
こ
と
か
ら
、
今
後

ま
す
ま
す
組
合
へ
の
要
望
は
高
ま
る
と

期
待
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
国
内

外
に
も
販
売
先
を
広
げ
、
導
入
先
の
地

域
活
性
化
や
雇
用
促
進
に
役
立
て
る
よ

う
、
組
合
事
業
の
価
値
を
高
め
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

▲農業用水における実証試験

▲研究開発をリードする粳田理事長

住　所／〒426-0055
 藤枝市大西町3-14-33
理事長／粳田幸雄
組合員／6人

設　立／平成25年10月25日
T E L ／054-634-0722

組
合
員
の
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し

小
水
力
発
電
装
置
を
開
発

静
岡
中
部
金
属
開
発
協
同
組
合

共
同
研
究
開
発
で
社
会
要
請
に

応
え
る

発
電
で
地
域
活
性
化
に
貢
献

将
来
は
海
外
展
開
も
視
野
に
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静岡県協同振興
株式会社
近藤 雄介

子供の頃は、虫や魚とりに夢中で、時間が経
つのも忘れて、暗くなるまで外で遊んでいた小
生。大人になっても、生き物や植物が好きでいる
のは自然の成り行きのように感じます。
取材で伺った県ソフトウェア事業㈿のイベント

では、熱心にソフトウェア制作を学ぶ高校生の姿
を垣間見ました。パソコンが苦手な私は、この
年代からITを学べば相当な知識や能力が身につ
くのだろうなあと、頼もしくもあり、うらやましく

も感じました。
会場には、理系の女子 “リケジョ” の姿もチラ

ホラ。パソコンや携帯電話を当たり前に使いこな
す現代の若者には、一番身近な遊び相手なのか
もしれません。
最近、公園で遊ぶ子供を見かけないことに、
違和感と少しの腹立たしさを覚えるのは、“やっか
み” というか、歳をとった証拠なのかなあとしみ
じみ感じた初秋の夕暮でした。 （押尾）
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北口国道１号
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●
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●
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御
幸
町
通
り

宝
塚
ビ
ル

ス
ル
ガ
銀
行

袴
田
会
計

　事
務
所

　高
砂
殿

歩
道
橋

仲
見
世
商
店
街

ア
ー
ケ
ー
ド

名
店
街

大
手
町
商
店
街

U
F
J銀行

旧 国 道１号
コイン
ランドリー

静銀不動産ビル
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静岡事務所 東部事務所 西部事務所

〜
自
己
紹
介
〜

今
年
の
七
月
に
静
岡
県
協
同
振
興
株
式
会
社
に
保
険
の
営
業
担

当
と
し
て
入
社
し
ま
し
た
近
藤
雄
介
で
す
。

前
職
で
は
、
家
具
・
家
電
の
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し
、
輸
出
入
・

販
売
管
理
・
品
質
保
証
等
の
業
務
を
経
験
し
ま
し
た
。
品
質
保
証

担
当
時
、
毎
年
マ
レ
ー
シ
ア
や
中
国
に
、
一
年
の
半
分
は
出
張
し
て

お
り
ま
し
た
。

海
外
生
活
を
と
お
し
て
、ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、射
撃
、ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
カ
ジ
ノ
等
々
、
広
く
浅
く
で
す
が
様
々
な
面
白
い
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
傷
害
・
窃
盗
・
恐
喝
・
誘
拐
・

殺
人
事
件
を
身
近
な
と
こ
ろ
で
見
聞
き
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

し
た
。
私
も
実
際
に
中
国
の
田
舎
で
山
賊
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な
っ

た
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
車
上
荒
ら
し
に
遭
っ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
生
活
環
境
に
お
り
ま
す
と
、
環
境
整
備
の
重
要
性

を
痛
感
い
た
し
ま
す
。
な
に
よ
り
家
族
と
一
緒
に
健
康
で
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
一
番
の
幸
せ
で
す
。
保
険
も
労
働

環
境
の
整
備
ツ
ー
ル
で
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
保
険
を
通
じ
て
組

合
員
様
及
び
組
合
に
所
属
さ
れ
て
お
り
ま
す
中
小
企
業
様
の
福
利

厚
生
な
ど
の
労
働
環
境
向
上
に
、
ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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